










キー ワー ド： 算数的活動，思考過程ペア活動，主体性，さんかくパズ）レ
1. 研究目的



















































































































































































































教 師 ： 質問ない？
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みずき ：おかあさんが ・・・ いっしょに勉強した
ときに反対に出会って・・ ・
反対をみつけるんすごいことやでって教
えてくれた。
教師：はんたいのやつができるんやね。
上の場面は，そのきっかけとなった部分である。授
業の最後の場面で，全体での考えの交流しているとこ
ろである。前に発表したみずき君ペアの完成固を見て，
たくや君がきまりを発見している。また，その発見に
対して，自分の生活経験（母親とのやりとり）を思い
出しながら，まことの意見に共感し考えを深めている。
授業はここまでで終わったが，その後もまだ見つかっ
ていないパズJレを休み時間や給食の時間にまで話あう
姿が見られナこ最終的に子どもたちから，算数的な思
考を楽しむ姿が見られた）その姿こそが，本単元の主
/ 
張点である能動的な習熟につながったと考えている。
図8 休み時間に考えている様子
4 授業の考察
4. 1. 課題提示の場面から
導入の場面で，ここには置けないという数があるこ
とに気付いてほしいという思いが強く，子どもが課題
と感じていないところを無理に考えさせようとしてし
まった。協議会の中で，子どもには難しかったのでは，
という意見も出たのは，この場面でのみとりの廿さが
原因だと考えられる。もう少し自由に子どもたちにさ
せてから，立たない数に触れても良かったのではない
かと思う。内容的には，その後の授業の様子からも決
して難しいとは，感じなかったから芯
教師：まず，先生とみんなでしましょう。先生10のカードをもち
ましtc.oカードはどこに入れてもかまいません。先生はどこ
に置こうかなここに置きます。
数人：できやん。
教師 ：できやんってなに？どういうこと 9
たかし ：＋をおいて足したらこえるもん十ーになってしまう。
教師 ：そうかあ。 じゃあここは？
数人：無理さっきと同じで。 一番上しか無理
教師：いいこと気付いたね。 十は一番上。
4. 2. 教師の指示の一貫性
授業の展開の中で，教師からの発問に一貫性がなか
った。発見したことはないか，できるためにはどんな
ことがある，気付いたところはない， というように大
事な場面で，違う言い方を用いていた。さらに， どの
発問も具体性に欠けていたため，反応できた一部の子
どもとの話し合いに終始してしまっt¼ 靱師が子ども
に何を求めたいのかをもっとしつかりもつ必要があっ
たと感じた。
5 成果と課題
たしざんやひきざんの計算だけが，楽しさではない
ことは，概ね子どもたちは感じることができたように
思える。「あれっ？」「どうしてだろう？」と疑問に思
ったことの発見やきまり見付けなどの学習では，非常
意欲的な姿が見られt¼ 自主的に取り組む子どもたち
に驚きとともに，大きな発見がでもあった）しかし，
課題もある。算数の楽しさという面では，偏りがあっ
た。もっと算数的活動を取り入れることと日常生活と
関わりながら取り組むことができればと考える。子ど
もの自主的な姿に大きな可能性を感じることができた。
それを最大限に生かすためには，更なる研究が必要で
ある。
ィ忠学年におけるノート指導の在り方について考えさ
せられた1年であった。高学年では， 自分のノートに
は学びの足跡が残り，復習するならば，何よりも自分
のノートを参考にすればいいと思える。そんなノート
になればと考えてきた）しかし，研究を進めていくう
ちに， 1年生にとって自分のノートを見て復習するこ
とよりも，もっと大切なことがあるような気がした。
朝の会の今日のニュースのコーナーで，算数のノー
トをめくり問題を出す姿をよく見かける。文章問題や
ひく数が9の計算を400くらいまでして報告する子
など，様々である。算数の時間以外に自らノートを持
ち出してページをめくる姿を見てうれしくなったもの
だ。しかしながら，こちらが意図したのではなく偶然
性が強い。今漠然と感じていることをしつかり整理し，
今後のノート指導に生かしていきたいと考える。
小学校6年間では，子どもたちの発達段階に大きい
な違いがある。学年に応じての指導や学年に関わりな
く指導していくことなどを明確にしながら，より系統
的に研究していければと思う。
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